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本研究は、ニュージーランドにおける教員の業務・業績管理 (Perfonnance Management) の
特質とそのメカニズムを明らかにすることを目的としている。 1980 年代後半、ニュージーランド
は教育委員会及び学校視学官の廃止、各学校への学校理事会 CBOT) の設置、第三者評価機関の
新設を基礎とする大規模な NPM (New Public Management) 教育改革を断行した。包括的な





























ついて分析している。 1988 年国家部門法は、 NPM 理論が色濃く反映されたものであり、公務員
人事を民間のそれと同様にすべく、省庁における任期制のチーフ・エグゼクティブ (CE) の新設、
CE による教職員の業務・業績評価を導いた。翌年の国家部門修正法は、 BOT を教員の雇用者と


















































ており、参加型 NPM、協働型 NPM といった新たな動向に対する更なる論究が求められること、
第三に議会議事録の分析において政党間の政治力学的な政策論議の視点、をさらに盛り込むこと、
などの課題が指摘できる。このような課題が残されているが、ニュージーランドにおける NPM 型
教育行政制度改革により、教員の業務・業績管理のシステムが、中央の専門機関である教育機関
評価局において共通評価基準が設定され、それと共に各学校において自律的な人事管理と職能開
発を意図した多様な評価の執行形態が認められることを解明した本論文は、比較教育学研究に新
たな知見を加えたものとして高く評価できる。
よって本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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